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研究成果の概要（和文）：本研究では岩手県沿岸南部で現地調査を行った。得られた知見としては、小友町のた
め池を中心とした集落形成のモデル、チリ地震及び東日本大震災における津波避難行動の実態に関する知見、航
空写真をもとにした道路の整備と住居の位置や高度および土地利用の関係性の分析などが挙げられる。加えて、
津波避難行動をめぐる民俗学と防災研究など、学際的な研究も行われ、成果の地域還元に向けて地域住民向けの
冊子が作成された。

研究成果の概要（英文）：Based on the fieldwork in the southern coastal area of Iwate Prefecture, we 
gained important findings including (1) a reservoir-centered community formation model in Otomo-cho,
 Rikuzentakata, (2) patterns of tsunami evacuation behavior in the Chilean earthquake and Great East
 Japan Earthquake in Otomo-cho and Ryori, and (3) the relationship between road development and the 
changes in location of dwellings and land use based on aerial photographs. In addition, 
interdisciplinary studies were initiated, which included one on tsunami evacuation behavior by a 
collaboration between folklorists and a scholar of disaster studies. The result of this research was
 handed to local residents in the form of a booklet.

研究分野： 文化人類学
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  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義として、（1）調査対象地の住まいや暮らし、災害対応に関わる知見の蓄積、（2）比較とモ
デル化、および学際研究に向けた試み、が挙げられる。新型コロナウイルス感染症の流行のため、研究期間の後
半で現地調査が困難になり、計画通りに研究を遂行できなかったが、進行しなかったが、知見は論文や書籍の形
で公表した。また、本研究の社会的意義として、現地への成果還元方法の探求という点が挙げられる。作成した
冊子は多様な世代の地域住民から高い評価を得た。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
近年、文化人類学・民俗学でも自然災害への関心が高まっている。文化人類学においては特に

1980 年代以降、国内外で民族誌的な事例研究が蓄積されている。また、東日本大震災は、被災
した人々の生活を理解するうえで民俗学的な研究がもつ重要性を明らかにした［川島 2012 な
ど］。申請者はそうした蓄積を整理し、長期的に地域に密着して調査を行う文化人類学や民俗学
のアプローチが災害研究と実践に役立ちうると指摘した［木村 2016］。こうした取り組みの重
要性は、地域性を重視する復興計画・まちづくりの流れとも一致する［饗庭 2014 など］。 
この範例となるのは、三陸の村々を丹念に歩いて観察し、津波後の住居の移転状況を明らかに

し、低地復帰の要因を探った山口弥一郎の古典的研究［2011（1943）］である。これは世界的に
も類まれな研究だが、同時代的な国家レベルの政策が現地に与えた影響［岡村 2014］が視野に
入っていない、個別の家に注目し、集落内の共同利用空間の変化は十分捕捉していない、などの
問題点もある。申請者らは、東日本大震災以降、都市計画・防災学・文化人類学・建築史等の協
働で被災地でのまちづくり支援と調査を行うなかで、以上のような点に気付き、岩手県大船渡市
三陸町綾里地区を対象に、今後の「防災まちづくり」を過去の地域の変容の延長線上に位置づけ
る研究と、現地への成果還元を進めてきた（科研基盤 B「津波常襲地における 50 年後を見据
えた津波リスク軽減方策とその伝承に関する研究」代表：饗庭伸）。 
その結果、綾里地区における、昭和三陸津波以降の個別の世帯の動きと、集落ごとの空間的な

変容のパターン、個別性／共同性のダイナミズムを生み出す諸要因（生業・人口・インフラ・地
域制度・地理的条件）が明らかになった。この成果の一部は、展示や報告会、中学校でのワーク
ショップを通じて地域に還元しているが、この知見について、陸前高田市で調査している民俗学
者の中野と意見交換したことが本研究の着想につながった。本研究は綾里の空間変容に関する
知見を、条件の違いに配慮して選定した他の地域と比較することで、より包括的な変容のパター
ンを導こうとするもので、いわば山口の労作の現代化を目指すものだといえる。 
  
２．研究の目的 
本研究は、三陸沿岸部での分野横断的な調査に基づき比較研究を行うことで、①災害に伴う地

域社会の長期的な変容をモデル化すること、それによって、②地域社会の今後について、地域を
構成する多様な当事者が対話するための土台を提供すること、を目的とする。具体的には、3 つ
の調査地において、昭和三陸津波から東日本大震災後の現在に至る 80 年余の被災と復興の反
復的プロセスを、空間的な側面に着目して明らかにし、それを引き起こした諸要因（生業、イン
フラ、地域組織等）を探る。「災害の記憶の継承」が叫ばれるなか、実際の変容を長期的なタイ
ムスパンで捉える研究は国内外にも例がなく、学術的にも実践的にも大きな意義を持つ。 
 
３．研究の方法 
【当初計画】 
本研究では、綾里と、岩手県大槌町吉里吉里地区、岩手県陸前高田市小友町という３つの地区

（および補足的に大船渡市三陸町吉浜も扱う）によって、その空間変容とその要因を比較し、長
期的な空間変容のパターンを明らかにする。 
 （１） 住まいの移動 
対象地域内での住居移転の動きのパターンを、綾里で見出した時期区分、つまり（a）昭和三陸
津波から、それに伴う空間変容がかたちをなす戦後期、（b）港湾施設整備が進み、経済的に活気
のある 1960 年前後から平成初期、（c）地区の衰退が明確化する 2000 年ごろから震災直前ま
で、（d）震災後から現在に続く復興期、にさしあたり区切ったうえで、聞き取りと過去の住宅地
図・地籍図等の資料を使って明らかにする。（ただし調査の結果、時期区分を見直すこともあり
うる）。 
（２） 共同利用空間の変遷 
地域を考えるうえで重要なのは、港に近く、かつて住宅地であった低地部分を誰がどう利用する
かであり、多くの地域で、現在の復興においても懸案事項となっている。これについて、（1）で
示した時期区分を目安に、（a）昭和三陸津波後の復興計画における土地利用形態、（b）その後の
人口増期における変化、（c）港湾施設整備に伴う変化、（d）震災後の動き、をあとづける。 
（３） 地域社会の変容 
聞き取りおよび文書資料をつうじて、（a）人口の推移、（b）契約会や組合、行屋等の地域組織・
制度の構成と役割の変化、（c）漁業をはじめとする生業のあり方の変化、（d）交通やインフラの
整備状況、（e）今回の避難行動等に現れる津波への意識、を調査することで、各地区での（1）
と（2）の土地利用の背景・要因を明らかにする。 
（４） 各地域の特徴の明確化・包括的モデルの提示 
上の（1）～（3）の調査に基づき、（a）各地区における変容の主要な動因やパターンを明らかに
し、そのうえで（b）災害に伴う長期的な空間変容とその諸要因についてモデル化する。 
 



【実際の推移】 
 初年度（2017 年度）に岩手県大船渡市三陸町綾里地区で、予定通り合同での調査を行った。
具体的には民俗学班は漁業や林業などの生業、女性の暮らしについての聞き取りを行うととも
に、集落の契約会の資料を入手し、その整理を行うとともに、機能や変遷についての分析を行っ
た。建築史班は、ある集落におけるインタビュー調査および家屋の実測調査、加えて林業に関す
る基礎データの整理を行った。防災班は東日本大震災時の避難行動および過去の津波の教訓継
承について聞き取りを行った。空間班は漁港周辺の土地利用について調査を行った。 
２年目（2018 年度）は、陸前高田市小友町で調査を行った。そこでは建築史チームは地区の

東部を中心とした古い家屋の実測、防災チームは、地区の東端・西端の海に面した集落における、
東日本大震災時の避難経路の聞き取りや、災害伝承についての調査、そして都市計画チームは、
道路や鉄道の整備を中心にしつつ、地区西部の埋め立てやコンビナート建設計画も含めた、地区
全体での空間的な変容についての調査、文化人類学では、地域組織のあり方について調査するこ
ととした。また民俗チームは、これまでの調査を踏まえて、本科研のテーマである地域変容につ
いて調査を行うこととした。ただし、メンバーの日程上の都合で合同調査ではなく、小グループ
に分かれての調査となった。その後、2019 年 2月 11 日に研究会を行い調査成果を共有し、次年
度に向けた計画を議論するなかで、３年目に大槌町吉里吉里地区で調査を行うのではなく、引き
続き小友町で調査を行うことになった。 
３年目（2019 年度）は、引き続き小友町で調査を行うとともに、上記の（４）モデルの提示、

および調査成果の地域への還元に向けた準備を進めた。6月の第１回研究会を行った。そこでは、
長崎大学の友澤悠季准教授にお越しいただき、調査地である広田湾での火力発電所建設反対運
動についての研究についてお話しいただくとともに、本科研メンバーの青井が都市史における
「テリトーリオ」概念を解説し、分野横断的な本研究の今後の研究方針について議論した。夏季
調査では、小友地区において都市計画チーム（饗庭）が、民俗学チーム（小谷・中野）とともに、
駅前の街並みや、道路の変化を中心にした景観変容について調査した。建築史チーム（石榑・岡
村・青井）は、民俗学の辻本とともに、溜池や水路を中心にした小友の景観、集落構造について
調査した。防災チーム（池田）は木村と共に、東日本大震災及びチリ地震津波への対応について
小友町西部で調査した。その他、民俗学チーム（川島・浅野）はそれぞれ調査を行った。調査成
果の現地での共有は 3 月上旬に実施することを計画していたが、新型コロナウイルスの影響拡
大を受け、現地対応者との相談の結果、延期することとなった。 
最終年である４年目（2020 年）は、新型コロナウイルス感染症の流行のために現地を訪れる

ことが困難になった。オンラインでの研究会も行ったが、主要な研究対象者の多くが高齢であり
オンラインでのインタビューも困難であることもあり、現地調
査に変わる効果的な代替方策を考案することができなかった。
そのため、研究期間を延長することで、当初計画を実施すること
とした。しかし、残念ながら 2021 年度も感染流行が続き、現地
からは調査の許可を得ることができなかった。そのため、2021 年
夏の時点で、オンラインでの研究会を経て、この研究における現
地での再度の調査を断念することと、これまでの成果を現地向
けの分かりやすい冊子としてまとめることを決めた。そのうえ
で、構成を確定するとともに、冊子の作成作業のために、編集者
およびデザイナーとの打ち合わせを行い、具体的なスケジュー
ルを定め、各メンバーが執筆に取り組んだ。2021 年度の後半は、
引き続き執筆に取り組みつつ、数度のオンライン研究会とメー
ルでのやりとりなどを経て、方向性の共有や図表・写真の選定・
デザインなどの作業を行い、冊子『オトモノコト』（図１）を作
製した。 
                             図１『オトモノコト』 

４．研究成果 
（１）主要な成果 
〇調査対象地域についての知見の
蓄積 
 本研究では上述の通り、岩手県
沿岸南部の、大船渡市三陸町綾里
と陸前高田市小友町で現地調査を
行った。そのなかで蓄積された知
見のうち特筆すべきものとして
は、（a）綾里において近世期に政
治的経済的に中心的な役割を担っ
た「砂子浜大屋」の位置づけが地
域の中でどう変遷したかに関する
知見（饗庭ほか 2019『津波のあいだ、   図 2 ある集落の津波避難行動（池田浩敬作成） 
生きられた村』に所収）（b）小友町における、ため池を中心とした集落形成のモデル（『オトモ
ノコト』所収）、（c）両地域のそれぞれ複数の集落における、チリ地震及び東日本大震災におけ



る津波避難行動の実態に関する知見（［池田・勝海・佐藤 2021］など。図２にある集落の例を挙
げる）、（d）航空写真をもとにした、両地域における道路の整備と住居の位置や高度および土地
利用の関係性の分析［饗庭 2021］、（e）両地域における民俗や生活と災害対策との関わり［木
村・辻本 2018］、などが挙げられる。 
 これらの成果は、メンバーによって、地域安全学会や日本災害復興学会、日本建築学会などの
学会で発表されているほか、『造景』誌、『津波のあいだ、生きられた村』および『オトモノコト』
等に収録されている。 
  
〇比較とモデル化・学際研究に向けた試み 
 上記のような調査地域に関わる具体的な知見の
積み重ねのほか、本研究では当初目的であったモ
デル化についての試みも行われた。図 3 はメンバ
ーの饗庭による、2地区の住まいの移動に関わるモ
デル化の試みである。これは、地域での生活・生業
の変遷やインフラ整備が住宅の移転や新築などに
どのように影響を及ぼしたかをチャート図にした
ものであり、両地域の変容をモデル化し、比較する
ための議論を進める上で重要な手掛かりとなっ
た。本研究では上記の「テリトーリオ」の概念など
を参考にこれをより精緻化する計画であったが、
残念ながらコロナ禍による調査の中断により、こ
れ以上深めることができなかった。 
また、具体的な知見の蓄積と議論のなかで、これ

までの学問枠組みを超えるような取り組みが現れ
たのも本研究の成果と言える。都市計画学と民俗
学、建築史と民俗学の共同などはその例だが、津波
避難行動研究は、防災研究と民俗学の学際的研究
としての「フォークロリスティック・ハザードマッ
プ」の提案［木村ほか 2021］につながった。 
 そして本研究と関連して、メンバーの辻本は山
口弥一郎の研究を進めた［内山・辻本 2022］。  図 3 両地域の住宅移転相関図（饗庭伸作成） 
 
〇成果の還元                  
 本研究は学問的な知見の蓄積だけでなく、その 
知見を地域の人々が自ら役立てることができるようにするような方途も探求した。仮に津波と
津波のあいだが 50 年空いているとすれば、その間に何が起きたか、そして次に何が起きうるの
か、ということは、必ずしも個々人の記憶だけでカバーできるわけではなく、何かしらのサポー
トがあるほうが望ましいからである。そのため、はじめの調査地であり、前科研において数年間
の調査を積み重ねてきた綾里においては、その成果をもとに『津波のあいだ、生きられた村』が
刊行された。そして 2，3年目の調査地となった小友町については、『オトモノコト』を作成した。
これは、地域の中高生（おそらく近い将来に少なくない人が地域を離れることが予想される）に
向けて、小友町がどのような地域であり、どう形成され、またこれまで災害にどう関わってきた
のかを伝えるということを中心に、それぞれの項目を見開き 2～4ページ程度の短く簡明な文章
と図・写真でまとめる、という方針で作成したものである（図 4）。 

図 4 『オトモノコト』目次 
 
 この冊子については、作成プロセスや、その活用方法についての検討が十分ではなかった点は
反省事項であるが、多様な世代の地域住民から好意的な評価を受けている。従来の民俗学的な調
査報告書が主に調査対象となった高齢層をターゲットにしてきたことからの多少の転換がはか



られたといえる。 
 
（２）成果の国内外における位置づけとインパクト 
本研究はまず、それぞれの学問分野（文化人類学、民俗学、都市計画学、建築史学、防災研究）

での成果を上げており、それぞれの分野において意義ある研究となっている。例を挙げれば、本
研究の成果の一部も含まれた『津波のあいだ、生きられた村』は、2021 年度に日本建築学会著
作賞を受賞した。講評では「単に国や行政の政策とその後の復興を記述するのではなく、むしろ
地域と住民のなかで醸成されてきた震災前後の空間と社会の記録を整理し、そこから再び「あい
だ」をいかに過ごすべきかを示す実に価値のある著書として評価できる」という評価がなされて
いる。また、本研究は学際的な災害研究としても注目を受けている。研究を通じて、それぞれの
メンバーが他の分野の方法や視点、知識を取り入れられたことに加えて、上で指摘したような、
民俗学と建築史学、民俗学と防災研究のような取り組みも生まれている。東日本大震災から 10
年が経過し、東日本大震災そのものの研究は減少傾向にあるといえるが、しかしより広い視野で
の災害への学問的関心は高まっており、その意味で本研究は重要な参照点となると考えられる。 
  
（３）今後の展望 
上記の学際研究に関しては、「住まいの移転と語り」および「民俗学と避難行動研究」に関し

て新たな研究助成を申請中であり、今後一層研究を展開していく予定である。また、本研究の成
果はこれまで主に日本語で発信しているため、今後、英語での発信を強化していく予定である。 
調査対象地域に対しては、長引くコロナ禍のため、科研の成果となる冊子を作成・送付したの

みで、その活用についてまで地元の方々と十分に議論・実践できていない。これも今後の課題と
したい。 
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